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第４号議案a

次代を担う青少年の心身共に健やかな成長と高等学校教育の更なる充実と発展を願っている私た

ちＰＴＡは、生涯学習の視点に立脚して、自らが学び、自らの資質の向上に努めるとともに、青少

年を取り巻く社会環境の整備と浄化を積極的に推進する。

また、社会教育団体として家庭・学校・地域社会との連携を図り、家庭や地域社会の教育力の充

実及び向上等に寄与する。そのため、次の重点目標を定め、以下の事業を企画し積極的に推進する。

〈重点目標〉

１．自主的、主体的なＰＴＡ活動を推進し、充実した魅力ある学校づくりを支援する。

２．学校及びＰＴＡ相互の連携（公立、私立を問わず幼・小・中・高校）を密にし、地域ぐるみ

で青少年の健全育成を図る。

３．教育環境の整備及び充実を図る。

４．学校や関係機関等と連携し、進路指導の充実に努める。

５．学校や関係機関等と連携し、防犯活動や交通安全教育・交通安全運動を一層推進する。

〈事　　業〉

１．ＰＴＡ研修会の開催

（目　的） 青少年の教育には、保護者自身の指導力を高め、家庭教育の充実を図るとともに、

学校や地域社会との連携を深め、教育の成果を一層確かなものにしなければならない。

そのため、次の研修会を開催する。

a 指導者研修会（総会時）

期　　日 平成18年６月２日（金）

会　　場 しずぎんホール〔ユーフォニア〕

参 加 者 単位ＰＴＡ指導者

内　　容 １．総　　会

・全体会・表彰

２．研 修 会

・「ＰＴＡ活動の発表」

s 地区指導者研修会

期　　日 平成18年６月～10月

会　　場 県内11地区（盲・聾・養護学校を含む）

参 加 者 単位ＰＴＡ指導者20名以上

内　　容 青少年健全育成・家庭教育の在り方・地域活動の進め方等地区の課題解決の

ためのＰＴＡ研修

d 特別委員会

期　　日 平成18年９月

会　　場 「未　定」

平成18年度　事　業　計　画



－ －10

参 加 者 本会役員等

内　　容 「未　定」

２．ＰＴＡの指導者研修（県外）

（目　的） 高校生の健全育成を目指しつつ、社会教育団体としてのＰＴＡのあり方を追求す

るためには、広い視野とより高い識見が必要である。その目的達成のため県外及び

海外の研修に派遣する。

a 東海地区高等学校ＰＴＡ連合会総会・研究協議会（愛知県）

期　　日 平成18年６月16日（金）

会　　場 名古屋市公会堂　大ホール

参 加 者 東海地区高等学校ＰＴＡ連合会会員及び希望者等

約1,800名　（静岡県300名）

大会　①　講演

・演題「健やかな子どもの育成のため、今、何が必要か？」

・講師　木　原　雅　子　様

京都大学大学院医学研究科社会免疫学分野 助教授

②　研究協議

・進路指導とＰＴＡ　　愛知県立旭丘高等学校ＰＴＡ

・高校教育とＰＴＡ　　三重県立津高等学校ＰＴＡ

s 全国高等学校ＰＴＡ連合会大会（秋田大会）

期　　日 平成18年８月23日（水）、24日（木）、25日（金）

会　　場 秋田市を中心に分散型

参 加 者 全国高等学校ＰＴＡ会員及び希望者等（約 10,000人）

内　　容 開会式　（全体会・表彰式等）

大　会　テーマ　「夢・可能性・次代を拓き共に生きる力」

・記念講演

・演題『「一億総中流時代」の後にくるもの

－ これからの社会と人間のあり方について －』

・講師　学習院大学教授 前東京大学総長　佐々木　毅　氏

３．青少年健全育成活動事業

（目　的） 会員自ら実践活動を通して、地域の教育環境の浄化や明るい家庭の建設及び生徒

の非行防止に努め、生徒の善行賞揚等によって健全育成を図る。

a 高校生善行賞揚

表彰状授与（記念品を添える）

表彰授与式は各校で行なう。

４．賠償責任保障制度への加入

（目　的） 高校生の一人ひとりを賠償事故から守り、健全な育成を支援する。
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設立団体　（社）全高Ｐ連

補償期間　 平成18年４月１日～平成19年３月31日

掛 け 金　 １人　200円（7静岡県高等学校安全振興会から助成）

加　　入　 学校単位

５．会報の発行

（目　的） 会員の情報交換などＰＴＡの機関紙として、会員相互の連携を図り共通理解を深

めて、協力体制を構築する。

発　　行　 年間２回発行

内　　容　 本会活動の状況や今日的な教育の問題など。

６．関連団体との連絡提携

a 静岡県ＰＴＡ連絡協議会

s 静岡県国公立幼稚園ＰＴＡ連絡協議会

d 静岡県私学父母の会

f 静岡県青少年育成会議

g 財団法人　静岡県高等学校安全振興会

h 「社会を明るくする運動」協議会

その他、関係諸団体との連絡・提携を深め、本会の目的達成に努める。




